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情報工学実験Ⅰ

未知に挑む ー私の卒業研究②

人のために役立てられる新しいものづくりを。
3年次の「CAD演習Ⅰ・Ⅱ」では、3次元CADの特徴や基本的な操作方法

を一から学び、製品設計に挑戦しました。図面に描いたものを3Dプリン

ターで思い通りに実体化できるうれしさを味わうとともに、もともと好きだっ

たものづくりをさらに究め、人のために役立てられる人になりたいという思

いが芽生えました。就職先でも「どうすれば使いやすくなるか」という視点を

大切に、新たな製品開発に携わっていければと考えています。

卒業研究テーマ

音声認識アプリケーションを使った
ゴミ分別ガイドアプリの制作

CURRICULUM
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1年次 2年次 3年次 4年次
国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ
心理学
社会学
経済学
憲法
倫理学
健康科学概論
自然科学概論
●情報処理演習
スポーツと健康Ⅰ・Ⅱ

国際理解
日本福祉大学の歴史
こころとからだ
福祉社会入門
視覚障害者支援論
ろう文化と手話
地震と減災社会
聴覚障害者の理解と支援
ふくしとフィールドワーク

【学部共通】
●基礎数学Ⅰ 
基礎数学Ⅱ 
AI建築入門 

【学部共通】
確率統計学演習

【専修専門基礎科目】
情報数学Ⅱ
情報処理Ⅲ 
福祉情報処理

【学部共通】
社会調査法

【専修専門基礎科目】
論理回路

【学部共通】
アシスティブテクノロジーⅠ

【専修専門科目】
プログラミング演習Ⅰ・Ⅱ
コンピュータシステムⅠ

【単位認定科目】
情報技術Ⅰ～Ⅳ
キャリア形成Ⅰ～Ⅳ

【学部共通】
キャリア開発
キャリア研究
AI建築演習
情報・建築アントレプレナーシップセミナー
●卒業研究Ⅰ・Ⅱ

【専修専門科目】
データ構造とアルゴリズムⅡ
情報ネットワークⅡ
人工知能Ⅱ
情報工学実験Ⅱ
住環境整備
マルチメディアⅠ
ＣＡＤ演習Ⅰ・Ⅱ
組込みプログラミング演習
モバイルアプリケーション演習
情報セキュリティ
マルチメディアⅡ
福祉用具プランニング演習Ⅰ・Ⅱ
情報総合演習
マルチメディアとAI

【専修専門科目】
コンピュータシステムⅡ 
力学基礎 
ユーザインタフェースⅠ・Ⅱ
ITビジネス論 
データ構造とアルゴリズムⅠ 
オブジェクト指向プログラミング演習Ⅰ・Ⅱ
福祉用具演習 
情報アクセシビリティ 
リハビリテーション工学 
アシスティブテクノロジーⅡ 
人工知能Ⅰ 
システム設計論 
UXデザイン演習 
情報工学実験Ⅰ 
情報ネットワークⅠ 
Ｗｅｂプログラミング演習 
データベース演習

【単位認定科目】
インターンシップⅠ・Ⅱ

【専修専門科目】
●卒業研究Ⅲ

知多半島のふくし
ふくしと減災コミュニティ

ビジネススキル

ふくしフィールドワーク実践

【専修専門基礎科目】
情報数学Ⅰ 
情報処理Ⅰ・Ⅱ
オペレーティングシステム演習 

科目PICK UP 現代社会の課題に挑み続ける学び

ネットワークシステム 領域

IoT機器で広く利用されている超小型コ

ンピュータ「Raspberry Pi」に関する実

験、人工知能の実験を行います。機器開

発の基礎を身につけるとともに、情報工

学の実験の進め方や必要な機器の扱い

方、実験報告書の作成方法を学びます。

人工知能Ⅰ・Ⅱデータサイエンス・人工知能 領域

マルチメディアとAIマルチメディア 領域 リハビリテーション工学アシスティブテクノロジー 領域

卒業研究では、ゴミの種類や住んでいる地域を伝えると音声で分別方法

を教えてくれるアプリを、AmazonやGoogleの音声認識サービスを使って

開発しました。試作品を実験協力者にテストしてもらい、使いやすさについ

てアンケートを実施。外国人や子どもなど誰もが使いやすいものとなるよ

う、改良を重ね、精度を高めることができました。

●渡辺崇史研究室

小野 みずほさん
2024年3月卒業
愛知県／常滑高等学校 出身

就職先：フランスベッド株式会社（開発職）

未知に挑む ー私の卒業研究①

プログラミングの学びで得た主体的な解決力。
C言語やJavaなど、多彩な言語や用途のプログラミングを低年次からしっ

かりと学ぶことができました。2年次の演習科目では「講義で学んだ技術を

使ってシステムを作る」など自由度の高い課題が多く苦労しましたが、これま

でに培った知識をもとに、アイデアを形にする方法を調べ、考え、実現させ

ていく中で、自分の成長を実感できました。この姿勢を就職先でも活かし、

直面した課題を自ら解決し、人々から信頼されるプログラマーをめざします。

卒業研究テーマ

大学教育における
Zoom利便性向上のための拡張機能の提案

オンライン授業でのZoomの利便性向上を研究テーマに設定しました。学

生や先生方に追加してほしい機能についてアンケートを実施。Pythonや

Flaskを用いて出席者を確認できる機能を開発しました。ユーザー認証を

行う認可サーバーや、Zoomから各種データを収集するためアプリ間の連

携を行うAPIを使いこなすのは難しくもやりがいがありました。

●大場和久研究室

増井 太一さん
2024年3月卒業
静岡県／浜松南高等学校 出身

就職先：株式会社システムサーバー

卒業研究テーマ

・サマリデータベースの構築とキーワード関連度を用いた連想検索方式の検討
・進化的アルゴリズムを用いた敵対的サンプルの生成
・e-SportsトレーニングのためのMediaPipeを用いたマウス操作の解析
・デジタルファブリケーションを活用した支援技術に関する実践的研究
・3次元都市モデルを用いた交通安全コンテンツの開発
・遺伝的アルゴリズムを用いたヘルスケアデータの匿名化手法の最適化
・Raspberry Piを用いた介護施設における転倒検知システムの開発
・GoogleマップAPIを利用した視覚障害者の歩行支援アプリの開発

人工知能ⅠではAIを構成する基本的な

概念について学び、人工知能Ⅱでは画

像認識や自然言語処理などで応用が

進んでいる深層学習を中心に、実装方

法や評価手法について学習します。

身近な道具からハイテクまで、各種機器

を実際に操作しながら、障害がある人へ

の適合方法や評価方法を工学的視点

から学びます。そして、情報技術を活かし

た支援機器・アプリ開発に必要な知識

や手法を修得します。

深層学習による音声データの分類

音声の感情分類モデルの構築

機械学習に代表されるAI技

術を用いたマルチメディア情

報に関するデータ処理・分

析の手法を学びます。プログ

ラミング言語Pythonを用い

た演習で、音声処理や自然言語処理などのアルゴリズムの実装方法を理解します。

　：PICK UP科目　●：必修科目!

ティーチングアシスタント（TA） 情報工学に必要な数学を基礎から学びます。人

工知能やマルチメディア、信号解析の学習や研

究に必要な行列などの線形代数を情報数学Ⅰ

で、微分積分を情報数学Ⅱで学習します。

1年次の「プログラミング演習」などの演習科目にTA制度を導入。上級生が授業補助に入り、学習上の疑問に答えます。

下級生に指導することがTA自身の学びにもなります。

学びを支援する設備
情報処理演習室には、ソフトウェア開発環境が充実したWindowsPCやMacを数多く配備。

情報工学実験室には、AI・IoTやメディア情報と関わる実験機器を設置。デジタルものづくりや

アシスティブテクノロジーを学べるファブリケーション・ラボも開設しています。

情報工学をじっくりと学べる環境を整備 PICK UP 情報数学Ⅰ・Ⅱ
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